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悲運の宮北 陸宮 の御 墳墓 ； 
宮崎城跡に奉築 •• i 
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宮崎域跡、本：丸に立って、西の方三の丸跡をのぞむと 、立ちな

らふ；老松を背景に、水の鳥居、柵も｝集長Tiらしい巾に、 fl］慣がし

ずかなたたずまいで浮かび出ているのを見る。これぞ、 美子永の

普（l.182｛日 平家打倒の拳兵に決意された以仁王の第一王子

北陸宮が、ひなさかる北陸路は絵斗：の国宮崎岐に、いんせいぜ

られ、宮崎氏の相、大郎の民館に、しばLrn:情の動向を見われ

源の義仲の率：ずるところとなられたそのゆカ・りをもって、その

分骨を埋葬申しあげたる御墳墓である。

当時は、平家全盛の時代、平家にあらされば人に.:jlJ：ずといっ

た頃、平清盛は後白河法皇（北陸宮の姐父にあたられる）を幽閉

ずるの暴挙をあえてするに主った。おこる平家は久しからず…

以仁王の令旨は全国にとび、 ム｜ι’ぷJ阜討の主将ヵ：必地に起き

た。中でも、 H』i·m朝、木曽の源義仲~与はその最もすく’れたるぷー
であ？ fょう木曽から北陸路を経て、京都へ上らんとした義仲

は、越中宮崎被に北陸宮を奉じ、ここに、大義名分を立てて、

錦の御成のもと、越中の豪族、宮崎氏を始めとするlズギ家勢力

を結集し、倶利加羅の合戦で、 Z作家の1fI勢と決戦を交え、宮崎

氏などの武功によって、 一挙に京都に攻め上ることができた。

一敗地にまみれた平家は、幼少のみかと、安徳天皇を奉じて、

西のfjへと議ちのびてし、った内そして瀬氏の追盤間髪をし‘れ

ず、平家一門は、こ幼，少の安徳天皇と共に西海のもくずと消え

去ったかである。ここに当然起こってくるのは、皇位継及のこ

とである。後鳥羽天皇と皇位がきそわれたにもかかわらず、北

陸宮はその選からもわして、皐位は後鳥羽天皇へとつがれる与と

になったc これについても、北陸直の支持勢力であった、木曽

O.> il~（義·frlrl.J；力不 －：｛1： 、 e来月Iにて討死するとしづ悲運は、北陸出・

にもふりかかり、余~：を京 f'il＼の院自!I＜で，tfiえられたのであるo rt 
1.j・：55.. fであったとしづ。出！ 'Y:!f• ;r;Lのn~i代に、若きJ(Uをた~らせ

られ、ひなさかる地路の?iiカ・ら、京都をのぞまれ、 ：；11.家の滅亡

雌LC.:の・11｝興，！：＿ II.!：！ょうつりカ・わ ってはし、ったが、北陸符にはつい

に転げ．めぐって法；なヵ、ったのである。

北陸宵は、カ・かる一生をお送りなされ、その謀地は京都南禅

ぜjにあるとJIJ!（－されている。 しヵ、し；；＇Itあって、その祭日をおこな

うということもなきまま今日tこ主ってレる。

このたび、朝lI UJ fが、この進：.i!ITの符 「北陸宮」の御分’討をm
て、百のゆかηの刷、城山は主（｝）)L.跡に.f!Jlオllすることと危った

のである。去る 7)] 2当日、 l~fltff 以内庁械の｛花、お！.！1'1＇~の1殺がしめや

カ‘に t~ lフオゴごなわれ、 三の丸”・4日目は、 lllJ'l止および一般ノ、ィヵー

倣院の地となっ rたのであるn

かように、！日jf 1 lllftJ：、北件？；（仰げlfilを、川崎城制・に築設申し

あげるに至ったのは、以上の也：l叫によるものであって、観光の

地リ込先公開 ［城II l・目崎」の制光資制のーっとしての架設でな

L、ことは~..；含またなし、。

しかしながら、・松箱詰礼次として 900年のr11を諮るのみで、御

崎基の銃犯、し、つしかにもとも〉止めぬでは、御年1惑に、安ら

かに御しずまりになる北内符のみたまに何をiiってカ・おこたえ

せんやである。後のtttまでも万！）＇1：あやまりなきをのぞむや切な

るものがある。

くJ課題：lj：其＞ 笛崎城跡三の丸跡に築設された

北l注目御出品
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朝
日
町
山
村
振
興

事
業
の
一
つ
と
し
て

国
、
県
を
は
じ
め
、

地
元
関
係
の
熱
心
な

協
力
の
も
と
進
め
ら

れ
て
い
仁
、
山
崎
小

学
校
プ
1
戸
建
設
工

事
は
こ
の
ほ
ど
完

成
、
そ
の
綾
工
式
、

プ
1
μ
聞

き

の

式

典
が
、
七
月
三
十
日
、

二
川
県
教
委
体
脊
保

健
課
長
を
は
じ
め
来

賓
多
数
の
出
席
を
得

て
行
な
わ
れ
た
む

プ
ー
ル
開
き
は
、

中
川
町
長
の
テ
i
プ

切
断
に
は
じ
ま
り
、

高
田
富
山
市
民
プ
ー

か
館
長
の
古
式
泳

法
、
本
田
県
水
泳
連

盟
常
任
理
事
の
模
範
泳
法
の
扱
露
が
あ
っ

て
式
を
終
了
、
こ
の
あ
と
山
崎
小
児
童
遠

の
初
泳

g
を
行
な
っ
た
。

海
よ
り
遠
く
八
キ

ロ
も
隔
て
、
長
年
水

泳
の
機
会
に
烹
ま
れ
な
か
っ
た
山
の
学
童

達
は
、
こ
の
上
な
い
贈
り
物
に
大
事
び
で

水
し
ぶ
き
を
あ
げ
て
い
る
。

八
ア
ー
ル
の
概
要

V

一
、
‘
五
プ
l
N

長
さ
二
五
汎

脳
一

三
市

六

コ
1
ス

二
、
幼
児
プ
ー
ル百

凶
A
削
w
v

長
さ
一

O
叩

/¥ 

官L

三
、
付
属
設
備

O
更
衣
室
、
便
所

O
シ
ャ
ワ
ー
・
：
ヘ
ッ
ド
八

O
腰
洗
槽

。
洗
眼
：・
四
、
手
洗
い
・：
八

O
水
呑
み
：
・ニ

O
浄
化
装
置
・

・七

・
五
馬
力

O
日
除
設
備
、
外
聞
柵

（
教
育
委
員
会
）

λ
り
其
は
山
崎
小
学
校
プ

1
μ
γ

族
工
式
の
模
様

寸
充
実
な
っ
た
町
営
プ
l
ル

↑

－－l

待
望
の
浄
化
装
置
設
置
｜
一

五
月
未
来
進
め
ら
れ
て
い
た
朝
日
町
営

プ
l

b
y
改
良
工
事
は
こ
の
ほ
ど
完
成
、
七

月
二
十
骨
、
昭
和
四
十
五
年
度
の
プ
1

y

開
き
を
行
な
っ
た
υ

こ
の
改
良
工
事
は
、
長
年
の
念
願
で
あ

っ
た
浄
化
装
置
の
設
置
を
は
じ
め
、
こ
ど

も
プ
1

W

（
小
学
校
低
学
年
向
き
ゾ
の
開

設
、
京
プ

l
w及
び
サ
イ
ド
の
補
修
、
車

付
場
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
化
な
ど
、
総
工
費

六

一
四
万
円
で
、
小
川
建
設
工
業
聞
の
施

行
に
よ
る
も
の
。

特
に
、
浄
化
装
慢
の
設
置
に
よ
っ
て
、

昨
年
ま
で
の
よ
う
に
十
日
に
三
日
も
掃
除

の
た
め
に
休
む
必
要
は
な
く
な
り
、
短
い

水
泳
γ

1
ズ
ン
を
7
山
門
間
以
咽
で
き
る
こ
と

に
な
っ
．
た
。

プ
1
N
開
き
を
越
し
と
待
ち
か
ま
え
て

か
た
こ
ど
も
遥
は
、
連
日
の
炎
天
下
、
清

水
の
中
を
、
狭
し
と
泳

g
、
は
し
ゃ
い
g
ま

わ
っ
て
レ
る
ο

（
教
育
委
員
会
）

〈
写
真
V
充
実
な
っ
て
椛
況
の

町
営
プ
l

山Y
と
浄
化
設
問

山
崎
地
区
に
無
人
の

電
話
交
換
局
を
設
置

局
番
は
四
局
に
、
番
号
も

か
わ
り
ま
す

電
電
公
社
で
は
、
朝
H
局
の
電
話
設
備

の
行
き

a

つ
ま
り
解
消
と
、
局
か
ら
遠
距
離

に
あ
ゐ
直
話
の
通
話
品
質
の
向
上
な
は
か

り
、
町
の
発
反
に
寄
与
す
る
た
め
、

三
月

か
ら
山
崎
地
区
に
無
人
の
電
話
交
換
局
を

設
置
す
る
工
事
を
す
す
め
て
ま
レ
り
ま
し

た
が
、
近
く
完
成
し
、
九
月
下
旬
刷
明
か
ら

開
局
す
る
予
定
で
す
。

こ
の
交
換
同
が
開
局
し
ま
す
と
、
現
在

朝
日
向
（本
山間
）
に
収
前
付
さ
れ
て
い
る
同
地

一民
の
喧
話
一

三
四
加
入
が
山
崎
電
話
交
換

問
へ
切
終
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
0

・
山
崎
、
山
崎
新
、
細
野
、
殿
町
、
蛭
谷

棚
山
、
品
ノ
抑
地
区
は
市
内
局
簿
が
凶

局
と
な
り
電
話
番
号
も
変
わ
り
ま
す
。

（
四
局
八
×
×

×
）

・
臨
時
の
電
話
帯
号
簿
を
見
て
か
ら
お
か

け
く
だ
さ
い
。

・
朝
日
局
と
山
崎
電
話
交
換
周
相
互
聞
の

通
話
は
市
内
通
話
で
す
。

。
お
間
レ
合
わ
せ
は

朝
H
電
報
電
話
局

電
話
朝
日
（
C
七
六
五
八
三

1

FO
O
O

（
無
料
で
す
）

（
朝
日
電
報
電
話
局
）

八
月
一
日

i
三
十
一
日

夏
の
交
通
事
故
防
止

県
民
運
動

八
月

一
日
か
ら
八
月
三
十

一
日
ま
で
、

北

時

三
児
い
っ
せ
レ
に
度
手
の
交
過

事
故
防
止
運
動
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

ν
以
ノ

ャ

l
、
慕
ま
い
り
、
婦
省
等
で
交
注
量
も

明
大
、
事
故
も
多
発
す
る
期
間
で
す
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
事
故
防
止
k
夏
休

み
小
の
こ
ど
も
の
事
政
防
止
を
重
点
に
運

動
が
行
な
わ
れ
ま
す
が
、
と
く
に
次
の
い
い
一

に
こ
住
窓
く
ど
さ
い
。

安
全
運
転
の
確
保

A
砧－－

n
Uの－
L

ト
草
で
旅
行
す
る
と
き
は
舗
道
な
運
転
計

一
聞
を
た
て
な
い

1
一
時
間
か
ら
二
時
間
運
転
し
た
ら
必
ず

休
け
い
を
と
る

与
睡
眠
不
足
の
時
や
、
疲
労
が
激
し
い
時

は
ハ
ン
ド
ル
’
を
握
ら
な
い

ι同
乗
者
も
安
全
運
転
が
で
き
る
よ
う
協

力
す
る

F
U
長
距
離
運
転
に
は
交
代
要
員
を
つ
け
る

こ
ど
も
と
年
寄
り
の
安
全
確
保

し
駐
停
車
中
の
取
の
そ
ば
で
遊
ば
せ
な
い

2
路
上
で
遊
戯
を
す
る
こ
ど
も
を
此
た
ら

お
と
な
は
訴
で
も
注
恕
す
る

－
老
人
の
夕
刻
、
夜
間
の
外
出
は
な
る
べ

く
舵
え
る

（入
諮
問瞥
祭
壇
）

手
軽
に
加
入
で
き
簡
単
に

お
支
払
い
す
る
簡
易
保
険

郵
便
同
の
間
易
保
険
は
、
名
前
の
と
お

り
、
加
入
や
支
払
い
な
ど
の
手
続
き
が
間

単
で
あ
る
の
が
特
長
で
す
。

①
職
業
に
よ
る
加
入
制
限
が
な
い

普
通
の
生
命
保
険
は
、
危
険
が
多
い

と
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
職
業
に
従
事
し

て
い
る
人
に
対
し
て
は
、
割
増
し
の
保

験
料
を
と
る
と
か
、
加
入
保
険
金
に
制

限
を
設
け
る
と
か
の
加
入
制
限
が
行
な

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
簡
易
保
険
で
は
、

こ
の
よ
う
な
加
入
制
限
は
い
っ
さ
い
設

け
て
い
ま
せ
ん
。

①
保
険
金
の
即
時
払
い

満
期
の
場
合
は
も
ち
ろ
ん
、
死
亡
、

傷
害
、
入
院
保
険
金
と
も
、
特
別
の
場

合
を
除
き
、
集
金
を
取
り
扱
っ
て
い
る

郵
便
局
で
即
時
に
支
払
い
し
ま
す

v

（
泊
郵
便
局
）

泊
公
民
館
長
に
在
国
祐
芳
氏

こ
の
ほ
ど
一
身
上
の
都
合
で
泊
公
民
間

長
か
一
静
聴
さ
れ
た
内
弁
連
五
口
氏
の
後
日
と

し
て
在
旧
怖
芳
氏
J
Y委
蝋
し
ま
し
ト
ワ

（
教
育
香
員
会
）



ー

議
長
に
水

ロ
登
明
夫
君

朝
日
町
連
合
者
年
間
主
催
の
第
八
回
朝

日
町
宵
年
議
会
は
、
七
月
二
十
八
日
、
朝

日
町
議
会
厳
場
に
お
レ
て
、
町
当
局
か
ら

中
川
町
民
、
小
川
教
育
長
を
招
い
て
組
織

議
会
を
聞
い
た
。

当
日
は
町
長
．
教
育
．長
の
激
励
の
あ
と

議
事
に
人
り
、
正
副
議
長
、
各
正
副
常
任

委
員
長
の
居
川
－
V
行
な
い
、
町
長
の
施
政

方
針
を
聞
い
て
閉
会
し
た
。

青
年
議
会
は
、
こ
の
あ
と
、
十
一
月
八

日
の
本
議
会
ま
で
の

一
O
五
H
間
‘
各
委

員
会
低
に
活
動
を
展
開
す
る
。

部
例
年
議
員
は
次
の
と
お
り
（
⑬
附
は
委

員
長
、
。
印
副
委
員
長
〉

V
総
務
委
員
会

。
水
島
綱
則
（
引
）
、

O
入
江
町
子
（
子
）

水
口
地
取
則
夫
（
引
）
、
中
島
消
安
（
幻
）

H
K井
孝
F

脊
（
幻
）
．
・
水
島
千
涼
子
（

η）

町
四
四
占

F
M
H
m
E
H
l
h目
白
河
1

1

・－側聞明
司
副
酬
明
相
同
引
刷
川
河川
品
川
畑

f
－－E
・E
－
h
－－－－
－－－－－－－
－－
－－t
Z
E
・E
・－－－－－－
E

・・，・・・・・・・
：
・E
a

t
e

－UL
M
M
H
1
M
H
H
H削
引

制
剛
川
町立
山
m
m
h閣
制
剛
昨
日

mwH一一日
証
明
”
・
細
川
車
内川
幽
閉
店
M

酬
明
日
M
咽
昭
山
川川醐刷

閣
咽
曙
同
F
’’h

’’’
F
団
団
・
・
・・－
E
圃四団圃
V

圏
直
圃
川
h
p

ロトi凶
四
四
幅
四
M
h問
問
問
問
l
1
1
1
1
4
E
E
阿国
目
阿
川H
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〉
度
来
建
設
委
員
会

。
竹
内
俊
市
広
（
幻
〉
、

O
小
沢
佐
代
子
F

引）

清
水
灸
信
〈
包
）
、
広
沢
敬
（
幻
）

高
瀬
宣
博
（

n）
、
山
友
達
眠
子
（
引
）

－V
文
教
厚
生
一盛
員
会

。
止
符
田
和
夫
（
幻
）、

O
鎌
田
元
利
子
（
却
）

下
沢
逮
恵
（
引
）
、
折
好
美
知
子
（
引〉

土
問
美
千
代
（
却
）

（
朝
日
町
連
合
宥
年
川
）

八
写
真
V
単
記
無
記
名
投
票
に
よ
る

ぷ
長
選
挙
の
模
原

盲
人
用
ダ
イ
ヤ
ル
盤

と

り

つ

け

ま

す

川
以
近
電
話
の
普
及
が
す
す
み
、
ポ
』吋山川
品川

日
常
小
一
回
に
と
け
こ
ん
で
き
ま
し
た
。
そ

れ
に
つ
れ
、

H
の
不
内
向
な
方
々
の
利
用

も
多
く
な
っ
て
き
℃
い
ま
す

d

そ
こ
で
、
屯
A
公
社
で
は
、
け
の
不
山

山
な
方
舟
で
も
間
川
中
に
〆
イ
キ
心
開
倣
ア
の

w
n別
が
で
き
る

つ
同
人
山
川
〆
イ
守
山
附
川

を
巧
来
し
ま
し
た

U
H
の
い
小
山

山

な
む

で
、
取
り
つ
け
ご
治
担
の
方
は
、
川
料
で

と
り
つ
け
し
ま
す
の
で
、
川
明
日
泣
山
内
川
山
川

町
へ
屯
訓
符
で
山
中
し
込
み
く
だ
さ
レ
b

（
民
生
訓
）

付）て 、「・－i
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川
町

I
M肌
昨
日
校

一
切
切
般
試
験
九
パ
十
六
け
か
ら
九
パ

二
十
抗
日
ま
で
の
指
定
す
る

一
日

．一、
醐
感
受
付
期
間
八
月

一
川
J
二
十

円
、
受
験
資
怖
そ
め
他
汗
制
に
つ
い
て
は

制

H
町
消
防
滞
へ
問
い
合
わ
せ
く
た

さ
か
G

（
消
防
署
）

ー

保

健

だ

よ

り

一

「
｜
夏
バ
テ
を
な
く
し
よ
う
｜
」

っ
か
れ
は
符
過
な
ら
安
眠
で
と
れ
ま
す

が
、
期
以
日
ま
で
っ
か
れ
が
蟻
り
、
知
期
間

の
休
息
で
な
お
ら
な
い
も
の
を
、

H

慢
性

の
つ
か
れ
H

と
い
い
ま
す
ら
い
わ
ゆ
る
夏

バ
テ
で
す
G

こ
う
い
う
状
態
で
は
、
仕
事

の
能
率
が
さ
が
り
、
け
が
も
多
く
た
り
ま

す
むい

鋭
パ
テ
を
防
き
、
帥
出
聞
な
毎
日
を
送
る

た
め
に
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
注
注
し
ま

r
レ
t
4
A
Jる

適
正
な
作
業
工
具

作
業
工
具
が
か
ら
た
に
合
つ
れ
も
の

で
、
い
つ
も
佐
勢
を
正
し
く
、
溝
正
な

リ
．
ス
ム
を
も
っ
て
仕
取
を
し
、
応
策
や

以
時
間
の
作
業
は
な
る
ど
け
さ
け
ま
し

ょ
う
υ

仕
事
場
の
環
境

持
さ
、
川
る
さ
、
総
斤
、
内
J
－U
A
た
と

の
間
協
dm件
か
っ
か
れ
を

ιた
ら
し
ま

ナ
u

怖
に
仕
ゆ
し
や
す
い
環
境
を
物
倒

し
、
か
ら
た
を
ま
’ら
り
ま
し
ょ
う
。

休
憩
を
効
果
的
に

つ
か
れ
が
刑
判
わ
，れ
、
ひ
ど
く
な
ら
な

い
う
ち
に
休
却
を
と
り
ま
し
ょ
う
G

パ以

小
限
食
事
休
憩
を
聞
に
は
さ
ん
で
、
午

前
と
午
後
の
仕
事
中
十
分
間
く
ら
い
と

n
r
d
d
1
ν
ト
A
E
9
h

ノ。

適
度
な
運
動

っ
か
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
病
人
の
よ

う
に
安
併
に
せ
ず
、
普
通
の
場
合
は
、

軒
い
体
燥
や
、
特
ス
ポ
ー
ツ
を
補
倒
的

に
や
り
ま
し
ょ
う
ら

ま
た
、
入
浴
も
疲
労
を
間
後
し
ま
ナ
一－

睡
眠
を
＋
介
に

っ
か
れ
を
い
や
す
鼠
良
の
方
法
は
師

蹴
で
す
ュ
ふ
だ
ん
か
ら
就
寝
時
聞
を
一

定
に
す
る
脅
慣
を
つ
け
、
寝
宗
＋
一に
も
気

を
く
ば
り
、
自
由
な
寝
相
で
眠
り
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
マ

ー
ジ
ャ
ン
・な
ど
で
’伐

ふ
か
し
す
る
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う
ら

泊
病
院
前
庭
に

モ
ニ
ュ
マ
ン
で
き
る

郷
土
出
身

g
展
作
家

柚
月
芳
氏
作
な
ら
び
に
寄
贈

均

一

町
で
は
、

一川
病
院
の
新
築
完
成
と
丸

一
に
、
一
二
年
計
阿
に
よ
り
、
正
一自
に
出
開
店

…
成
を
計
副
実
施
中
で
あ
っ
た
が
、
こ
の

…
ほ
ど
そ
の
第
二
期
工
京
と
し
て
、
消
段

目
な
水
を
た
た
え
た
池
が
作
ら
れ
、
そ
の

日
小
央
に
日
大
な
プ
ロ
ン
ズ
の
毛

・
二
ワ

一

ン
が
た
て
ら
れ
た
J
－
れ
は
、

n桜
官
例
代

一
員
と
し
て
、
．H
作
に
わ
た
り
、

日
本
め

一
彬
制
臨
界
的
先
鋭
に
パ
く
さ
れ
て
ト
ゐ
、

一
当
町
出
身
彫
刻
ーぷ
附
ハ
万
氏
の
れ
に
よ

一
る
も
の
で
、
作
品
は
掛
け
の
け
升
ゐ
と

一
き
」
と
却
す
る
十
八作
、
昨
秋
川
悦
に
川

…
門川
宍
れ
た
も
の
を
、
氏
川
占
拠

i．
帆
一
ル

一
デ
ラ
ッ
ク
ス
総
作
病
院
の
新
日
叫
ん々

州
知

一
さ
れ
、
そ
の
版
刷
所
贈
を
巾
し
川
ム
れ

…
た
も
の
で
、
川
で
は
こ
の

w
mそ
ん
と

一
に
し
て
詰
造
し
た
も
の
，

一

こ
の
鋳
造
に
要
す
る
打
開
貨
は
勺
町
川

一
崎
山
身
、
加
藤
十
J

ヤ
氏
、
中
仏
・
品
数
バ

…
氏
、
及
び
町
長
小
川
従
一
氏
の
＝
反

の

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
栄
聾

涯
は
食
欲
が
た
い
・
の
で
、
と
か
く
さ

っ
ぱ
り
し
・
十
い
も
の
を
好
み
ま
す
が
、
一

食
．こ
と
お
ろ
そ
か
に
し
な
い
で
、
山
代
い

七
ん
白
質
と
ピ
タ
・
ン
、
ミ
・干
弓
も
を

た
っ
ふ
り
、
し
か
も
い
つ
ソ
ン
ス
よ
く
と

り
ま
し
ょ
う
c

い
ろ
い
ろ
な
食
品
を
と

り
合
わ
せ
て
食
．ヘ
る
の
が
、
疲
労
閉
惜
恨

の
秘
け
つ
で
す
，
〈
民
生
課
）

－E
・E
・－
＝
・・＝－
・
・＝・宝
－－E
B
－－－－－z
－－－z・’
＝－・・
＝－－E
z
－－－－
－

今
月
の
税
金
は

町
県
民
税
－一
期
分
で
す

ま－－－－E
・E・－－－－
－－－－－z
＝・・2
・・z
－－ER
－－－－
－－－
－－
－22
・2
・E
－－
－z
・z
’・E

A
一
財
寄
付
に
よ
り
で
b

さ
あ
が
っ
た
も
の

一

で
あ
る
。

一

こ
の
作
品
は
尚
さ
一
一ノ
ー
ト
N

四

C
一

の
男
女
の
い
い
像
が
東
方
を
向
き
、
太
陽

一

を
讃
美
し
て
立
ち
、
希
望
と
う
る
お
い

一

を
か
も
し
出
す
プ
ロ

r
k
微
で
、
入
通

一

院
山
思
考
、
護
室
は
丸
ち
ろ
ん
、
関
係

一

者
の
円
を
紫
し
ま
せ
、

U
か
剛
や
わ
ら
げ
、

｝

そ
の
組
名
の
ご
と
〈
、
当
町
発
展
を
祈

一

る
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
水
久
に
町
民
に
親

一

し
ま
れ
る
こ
と
で
あ
う
っ
。
〈
泊
病
院
）

一

盈晶再編高広で，

叫 唱咋W噌”。叫抽
官 J
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第
十
七
回

下
新
川
郡
民
体
育
大
会

さ

〈
七
月
一
－
一日
、
四

u、

朝
日
町
、
入
善
町
）

陸
上
鹿
技
（
中
学
）

。
男
子
マ
百
米
①
藤
芥
勲
（
小
川
）

V

二
百
米
①
竹
谷
稔
（
泊
）
①
在
閉
直
之

（
泊
）
マ
四
百
米
①
竹
谷
稔
（
泊
）
①

大
村
勝
（
泊）

マ
百
朱
ハ
ー
ド
ル
①
藤

井
勲
（
小
川
）
マ
四
百
米
リ
レ
l
①
泊

中
（
水
島
．
岳
山
、
臼
本
、
大
村
）
マ

三
種
続
技
①
向
曲
山
敏
治
（
附
）
マ
走
－

m

跳
①
水
島
良
成
〈
的
〉
①
水
・
易
保
弘

（
泊
）
マ
砲
丸
投
①
大
久
保
美
次
・
（
小

川
）
①
飯
田
稔

（泊）

マ
俸
高
跳

ω水

島
良
成
（
泊
）品川
前
川
誠

一
（泊）

マ

総
合
①
泊
中

。
女
子
マ
百
米
①
松
本
政
子
〈
出
）
①

渡
辺
和
子
（
市
）

マ
八
十
米

ハ
ー
ド
作

①
渡
辺
和
子
（
伯）

マ
四
百
米
リ
レ
l

①
泊
中
（控
辺
、
魚
津
、
善
回
、
制松本）

マ
三
種
競
技
L
松
本
政
子
（
泊
）
マ
定

巾
跳
①
善
回
京
子
（
泊
）

マ
走
高
跳
①

吉
田
直
美
〈
小
川
）
マ
砲
丸
投
川
鍛
治

弘
美
（
小
川
〉
①
背
島
貞
子
〈
小
川
）

マ
総
合
札
泊
中
①
小
川
中 五

日
、
十
八
日

あ（震？話会易会Wr）第180号

。
男
女
総
合
①
泊
中
①
小
川
中

体
操
続
技
〈
中
学
）

。
男
子
マ
団
体
①
小
川
中

〈〉
女
子
マ
床
運
動
①
古
口
問
直
子
（
泊
）

①
米
田
悠
子
（
泊
）

V
平
均
台
①
勝
田

夕
美
（
泊
）
⑦
吉
田
直
子
（
泊
）

マ
と

び
箱
①
吉
田
直
子
（
泊
）
マ
個
人
総
合

①
吉
田
直
子
（
泊
）
①
勝
目
夕
美
（
泊
）

マ
団
体
①
泊
中

野

球。
中
学
①
舟
見
中

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

。
一

絞
女
子
①
日
東
紡

軟
式
庭
球

。

一
致
男
子
①
初
回
隆

・
広
田
敬
二
組

卓

球。
一

般
男
子

ω水
島
一
友
①
沢
木
書
八

①
小
杉
昌
幸

。
一

位
女
子
①
村
上
マ
サ
子

。
中
学
女
子
①
泊
中

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

。

一
般
男
子

ω朝
日
ク
ラ
プ

。

一
般
女
子
①
日
東
紡

バ
ス
ゲ
ツ
ト
ボ

l
y

。
中
学
男
子
④
泊
中

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

。
中
学
女
子

ω小
川
中

水
泳
醗
技
（
中
学
）

。
男
子
マ
百
米
自
由
型
①
束
尚
博
志

（
泊
）
マ
四
百
米
自
由
型
①
東
崎
博
志

（泊）

マ
二
百
米
平
泳

①
・吉田
克
弘

（泊
）
マ
八
百
米
り

ν
i－①
泊
中
（
口

山石
、
田
中
、

河
村
、
東
崎
）

門V
団
体
①

泊
中
。
女
子
マ
百
米
自
由
型
①
鍛
治
弘

美
（
小
川
〉
マ
四
百
米
自
由
担
①
鍛
治

弘
美
（
小
川）

マ
二
百
平
泳
＠
高
削
静

子
（
小
川
）
マ
四
百
米
リ
レ

1
①
小
川

中
（
高
田
、
坂
本
、
山
本
、
鍛
治
）
マ

団
体

ω小
川
中

裟

道。

一
般
V
軽
量
殺
級
①
大
久
保
光
政
①

捌

一
光
一

マ
団
体
①
朝
日
柔
道
ク
サ
ゾ

第
十
九
回
ニ
市
一
郡
中
学
駅
伝

（
六
月
三
十
日
）

①
泊山・
A

第
二
回
婦
人
球
技
大
会

（
七
月
十

二

日

前
中〕

。
バ
ν

l
ポ

l

h

①
泊
B
①
大
家
出
A

O
卓

球
①
泊
A
①
府
B

O
〆
ド
ミ
ン
ト
ン

①
泊
B
①
南
保
A

第
五
回
ニ
市
一
一
都
排
球
大
会

（
七
月
二
十
八
包
黒
部
市
）査

日

調

月

勢
m

国

寸
富
山
県
の
人
口
予
想

I
l
－

－

懸

賞

募

集

L

十
月
一
白
現
在
で
全
閣
い
っ
せ
い
に
国

勢
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
調
査

で
集
計
さ
れ
る

「，富
山
県
の
人
口
ι
を
予

惣
ふ
て
く
だ
ち
し
。

八
募
集
方
法
V

一
、
応
募
資
格

県
内
居
住
者
に
川
町
ゐ
。

二
、
応
募
方
法

一
郵
便
は
が
主
」
に
必
ず

一
県
人
口
予

怨
解
答
」

k
記
載
し
、
は
が
き
一
牧
に

一
点
の
答
え
と
住
所
、
氏
名
、
職
業
、

年
令
を
記
入
す
る
こ
と
。

一－一
、
応
募
期
間

脳
和
同
十
五
年
九
月

一一
u
か
ら
十
川

一

。
男
子
①
朝
日
夕
ラ
プ
B
①
朝
日
ク
ラ

フ

B

九
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

秋
季
富
山
県
選
手
権
大
会

（
八
月
二
日
福
野
町
）

。
男
子
①
朝
日
ク
ラ
ブ

り

せ

町
民
水
泳
火
会
兼
小
中
学

校
記
録
会
〈
町
営
プ
l
y
）

町
民
野
球
大
会
（
小
丸
山、

泊
中
）

八
月
二
十
二
日

少
年
野
球
大
会
（
小
九

山
、
泊
中
〉

（
朝
日
町
体
育
協
会
）

八
月
十
六
日

臼
ま
で
と
す
る
。

四
、
あ
て
先

富
山
市
新
総
山
輪

一
の
七
号

富
山
県
統
計
調
交
諜
内

一．県
人
口
予
想
懸
賞
募
集
係
」

五
、
賞
金
な
ど

金
賞
一
名
一
万
円
か
ら

六
、
当
選
考
の
決
定

正
解
者
ま
た
は
正
解
に
も
っ
と
も
近
い

者
（
同
じ
解
答
者
が
二
名
を
越
え
た
場

合
は
抽
選
に
よ
る
）
の
順
序
か
ら
決
定

す
る
。

七
、
正
解
と
当
選
者
の
発
表
は
十
二
月
米

日
に
、
地
方
新
聞
紙
上
に
発
表
す
る
と

と
も
に
入
選
者
に
通
知
す
る
。

（
総
務
課
）

お

ぴ目。

わ

本
紙
七
月
号
〈
第
一
七
九
日
芝

三
到
の

「
黒
部
保
健
所
管
内
保
健
衛
生
大
会
」
の

受
賞
者
に
次
の
団
体
が
も
れ
て
い
ま
し
た

の
で
追
加
い
た
し
お
わ
び
い
た
し
ま
す
。

記
事
町
々
内
会

朝

u町
飛
来
組
合

〈民
生
誕
）

団

4本

一
図
書
館
だ
よ
り

八
新
指
図
替
V

日
本
の
名
著
（
本
居
先
長
）
小
・
央
公
論
社

日
本
の
名
著
（
一
一宮
特
穂
）
中
央
公
論
社

日
本
の
名
著
〈
佐
久
間
象
山
、

筒
井
小
橋
）

小
央
公
諭
社

放
の
た
め
に
愛
す
る
か
国
野
綾
子

道

日

旧

好

胤

中
ソ
戦
袋

小

西

総

士

口

訳

抽出
一ニ
の

大

国

日

本

井

上
一
抑
訳

二
十

一
世
紀
の
世
界

青

井

寛

訳

経
済
大

国

日

本

金

森

久

縦

考

え

る

ヒ

ン

ト

小

林

秀

雄

国

民

の

憲

法

意

識

上

野

裕

久

石
川
県

の

歴

史

若

林

事

三

郎

新
潟
県
観
光
と
旅

人

文

社

零

戦

期

越

二

郎

知
っ
て
お
き
た
い
お
墓
の
話
観
象
学
人

新
し
い
ペ

ッ
ト

牧

野

信

司

日
本
万
国
間
覧
会
（
上
〉
国
際
情
報
社

岡

山

い

株

術

藤

田

貞

夫

原
色
日
本
の
美
術

〈南

由

美

術

と

洋

風

間

）

小

学

館

入

山

術

高

瀬

重

雄

マ

ラ

ソ

ン

高

橋

進

ス
キ

1

柏

木

毅

テ

－

一

ス

石

黒

修

ウ
エ
イ
ト
ト

ν

i
ニ

ン

グ

窪

田

四

球

サ

ッ

カ

ー

八

重

樫

茂

生

広

砕

苑

新

村

山

人

形

の

谷

間

井

上

一

夫
訳

今

日

．

た

け

な

走

れ

亦

療

行

機

海

洋

と

化

学

杉

浦

吉

雄

隠
さ
れ
た
公
告

鍬

回

想

九
、

0
0
0万
人
は
川
合
飲
ん
ど
か

高
橋
附
ぃ
止

伊

綴

位

五

木

質

之

大

数

春

広

小
川
松
京
京

川
剛
氏
制

ト人

花
と
匂
い

涙
の
河
を
ふ
り
返
れ

底
に
微
笑
む
に
が
統

附
の
中
の
子
供

ハ
紅
と
鈍
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農多数受
寸
適
正
な
乾
操
が
第

「ー
う
ま
い
米
づ
く
り

い
よ
い
よ
米
の
山
何
時
期
が
倒
的
に

せ
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
地
ぶ
の

出
向
米

η級
絡
下
げ
関
山
を
訓
べ
て
み

ま
し
た
。
そ
の
小
で
品
も
多
い
ー
も
の
は

米
除
米
と
胴
訓
米
の
混
入
で
す
の
で
、

こ
の

二
つ
を
ど
う
し
て
少
な
く
す
る
か

と
い

3
－
」
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
良
作
業

と
し
て
肢
も
大
切
で
あ
り
、
う
ま
い
米

作
り
の
巌
後
の
き
め
手
で
あ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。

未
熟
米
の
混
入
防
止
に
つ
い
て

十
水
品
開
米
発
刊
い
わ
い
の
原
闘
に
は
い
ろ
レ
ろ

あ
り
、
た
と
え
ば
、
過
繁
茂
に
よ
っ
て

倒
伏
し
た
稲
は
も
ち
ろ
ん
多
く
な
り
、

あ
る

い
は
恨
の
機
能
が
弱
く
な
っ
て
、

稔
突
を
忠
く
す
る
等
で
す
が
、
こ
れ
か

ら
の
事
は
脱
穀
調
製
の
段
階
が
問
題
で

す
。
現
在
利
用
さ
れ
て
い
る
米
選
機
を

十
分
活
用
す
右
こ
と
で
あ
り
、
従
来
の

等
級
間
物
産
と
出
荷
米
等
級
絡
下
げ
聞

を
い
大
秤
に
か
け
、
未
熟
米
を
浪
人
し
て

出
街
し
た
方
が
待
だ
と
レ
う
考
え
方
を

改
め
、
米
熟
米
を
で
き
る
だ
け
取
り
除

く
よ
う
、
二
回
で
も
三
回
で
も
米
選
機

に
か
け
る
こ
と
で
す
。
米
選
機
は
決
し

て
先
A
上
な
機
械
で
は
な
く
、

一
川
で
完

全
に
米
川和
…
米
全
と
り
除
く
”
」
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

胴
劃
米
の
混
入
防
止
に
つ
い
て

州
制
米
の
発
生
渡
悶
は
極
々
あ
り
、

そ
の
一
つ
は
立
毛
中
の
制
割
れ
之
そ
の

後
の
乾
燥
調
慾
の
段
階
の
二
つ
が
あ

り
、立
毛
小
の
防
止
に
つ
い
て
は
、
レ
ιわ

ゆ
る
通
則
刈
取
り
に
よ
っ
て
大
体
少
な

く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
こ
こ
で

述
べ
た
い
の
は
、
乾
陳
途
中
に
お
け
る

も
の
で
あ
り
、
特
に
汲
近
の
傾
向
と
し

て
は
、
乾
き
す
vc
に
よ
っ
て
制
割
れ
を

多
く
し
、
ひ
い
て
は
米
貿
を
伯
じ
た
た

め
の
匂
級
桁
下
げ
が
多
く
な
っ
て
レ
る

事
実
で
す
。
悦
掛
を
や
か
ま
し
く
レ
う

か
ら
と
い
っ
て
、

い
く
ら
信
映
し
て
も

よ
レ
と
か
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し

｝
得
米
は
十
凹
・
ド
札
%
の
次
分
が
wm俗

で
あ
り
、
よ
れ
よ
り
尚

r・
て
も
低
く
く

て
も
一
等
米
に
は
な
り
ま
せ
ん
L

制
割

れ
発
生
の
雌
閃
は
、

急
激
な
い
品
協
乾
棋

や
急
激
な
過
温
が
肢
も
大
き
い
の
で
、

セ
ミ
の
乾
燥
は
ゆ
っ
く
り
乾
か
す
－
」
と

が
大
切
で
す
。
な
お
、
乾
燥
を
船
め
る
的

と
乾
操
途
中
二

l
コ
一凶
、
乾
燥
終
り
の

凶

1
五
川
は
、

必
ず
水
分
計
で
測
っ
て

み
ま
し
ょ
う
G

ま
た
乾
燥
殴
（
肱
川
明

mm一、

立
体
型
循
環
制
等
符
々
あ
り
ま
す
か
）

は
必
ず
乾
燥
む
ら
が
で
き
、
し
か
も
十

件
以
内
外
の
米
の
水
分
を
ほ
ん
の
一
釘
り

の
毛
ミ
で
州
る
わ
け
で
す
か
ら
、
余
位

慎
重
に
サ
ン
プ
山
げ
の
モ

ミ
を
と
る
場
所

を
選
ん
で
と
る
こ
と
が
大
切
で
す
し

特
に
こ
と
し
は
米
の
生
臨
調
教
が
失

地
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
よ
い
米
、

3

ま
い
米
に
し
て
、
朝
日
町
で
と
れ
た
米

の
開
価
を
閉
め
る
よ
う
に
最
後
の
労
み

を
お
願
い
し
ま
す
ω

（
入
善
農
業
改
良
普
及
所
朝
H
支
所
）

職

安

だ

よ

り

産
幽
需
界
は
妓
能
を
身
に
つ
け
た
人
を
求

め
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
験
業
を
安
定
さ
せ
る
た
め
、

再
就
駿
を
有
利
に
す
る
た
め
、
能
力
再
開

発
訓
練
の
利
用
を
ク

八
能
力
再
開
発
訓
縦
予
定
表

V

入所時期 訓練扇！首］ 備
4月 7fl 3ヵJi間10月 IJ~ 
4月 8))

I l 2月 4ヵJllHJI 

4月 7片 l
γ ク建築 I I 6カ月間 1

IOJ1 ¥Fl I I 
塗 装 I I/ /1 ! 
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← 

考I ~II 棟所名 訓練粒種

総訓 委 託 ｜経 埋事務
ZLl: i恒三笠ーl

建設機械辺i<W;
業

員！II制！センタ ー

職杉

み
訓
練
中
の
特
典

－
授
業
料
無
料

・
比
八
保
受
給
者
の
方
は
訓
抑
修
了
ま
で

給
付
が
延
長
さ
れ
ま
す
。

・
失
保
受
給
資
格
の
な
い
方
で
三
十
一
立

ム
イ
以
上
の
人
は
、
公
共
職
業
安
－
定
所

の
認
定
指
示
を
受
け
た
場
合
、
月
額

約
二
四
、

0
0
0円
程
度
の
訓
練
手

町
で
は
、
附
和
三
十
九
年
度
か
ら
円
卜

一一年
度
に
か
け
て
、
同
土
調
佼
出
に
け
出
つ

肝

き
、
現
地
の
測
散
を
す
る
際
、

そ
の
以
本
一

、
受
講
料

H

と
な
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
く
し
を
即

効

と

し

・

1
1
・・

J
－
》
：
’

・
仁
知
仁
川
は
す
と
以
ノ
ー

て
、
問
の
あ
せ
、
泊
の
き
わ
、
七

地

の

す

・

i
j
：γ

ーー

J
1
1
1
J
I
－
 

－、

rl山
M
H
O－
吹
！
U
H

み
な
と
に
州
め
て
あ
り
ま
す
。

－
吋
れ
1
L
1
J
官
、
凡
人

門
以
近
、
そ
の
く
い
か
抜
か
れ
ゐ
こ
と
か

』

j
d
H
h

L

あ
り
、
も
し
、
そ
れ
か
抜
か
れ
ま
す
と
、

一
、
交
川
千
数
料

今
後
の
土
M
m
測
れ
引
に
し
r
ち
じ
る
し

く

州

加

料

験

計

川

口
f
，川い

を
生
じ
、
京
成
な
制
民
が
で
き
ま
せ
ん
υ

制

心

お

じ

ら
り
川

絶
%
に
抜
か
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
で
叉
川
巾
込
役
場
似
た
説

ナ
乙

（
設
建
棋
）

F

h

政
策
謀
）

2

－－－－
r
t
・－－－
ze
－－－－－一
－－－Z
E

・e・z
－－az
－－－2
・ta
－－－－z
t
－－－J
L
2

：・
4

，．．
 
2

・＝－－
s
apa
－－1
・
－
－z
zi
z
－－a－z
：・
z
pz
－z
－z
・2
・・2
－－－－z
z
・4
・・・2
Z

・・2

や
照
小
、
を
た
ず
ね
る
人
々
を
喜
ば
せ
て

い
る

v

（
建
設
諜
）

3
．か
え
給
さ
れ
ま
す
u

①
尚
凶
作
制
に
つ
レ
て
は
所
作
公
共
畑
叩
片
山
t

ん
た
所

χ
は
（
品
川
…
開
市
大
町
d

川
川
明
日

分
寧
へ
照
会
く
だ
さ
い
レ

土
地
測
量
の
基
準
点

標
識
の
保
護
を
ふ
・

待
ち
遠
し
か
っ
た

城
山
道
路
の
復
旧

観
光
朝
日
町
を
象
徴
す
る
城
山
の
伊
山

道
で
あ
る
町
道
波
山
線
は
、
昨
年
八
八
的

集
中
豪
雨
に
よ
り
、
比
る
も
無
惨
に
欠
峻

し
、
今
春
来
の
行
禁
シ
ー
ズ
ン
に
も
、
地

元
周
辺
の
行
策
等
や
、
遍
く
か
ら
の
ソ
イ

カ
l
族
に
ぶ
れ
る
ま
で
、
昨
年
完
成
し
た
城

山
ト

ン
－
不
戸
来
日
か
ら
の
林
道
を
利
用
す

る
ピ
ス
ト

ン
ム
ハ
イ
キ
ン
グ
を
余
岡
山
な
く
さ

せ
ら
れ
て
い
た
か
、
各
方
．
而
か
ら
の
強
い

要
望
は
も
ち
ろ
ん
、
町
と
し
て
も
、
他
心

災
特
筒
所
の
復
引
と
共
に
、
鋭
意
制
限
川
に

努
力
の
結
果
、
こ
の
ほ
ど
延
長
一
一
一
五
ノ

ー
ト
ル
に
わ
た
る
難
所
の
工
事
も
よ
う
や

ど
完
成
し
、
夏
休
み
を
利
用
す
る
学
生
の

野
外
宿
泊
訓
練
実
施
者
や
、
域
山
の
風
光

狩
猟
講
習
会
開
催
案
内

一
、
粁
．
験
者

h

しI
B，
．
、
l
E

・h
H
リ’
L
h
y

－－－－

j
I
F－
－

J
l
h
J
H
I
r
－－宇

うr

d：・

九川
…山
市
民
会
先

e
L
E
B

’
・・・・
L

2

E

・・
4
h
d
u

官’皿、・
z
’

F
ノ
：
r

e
J
I

’eiι
ム
汁
山円
d
e
J
山”ト

乙
ftf! 

し削

し
μ刊

－一一
卜ノバ

乙
及
び
丙
師
州

Jm山
内
’伐

／い
y
寸
前
回
パ
〉
佐
川
な
っ
た
城
山
登
山
道

aay
n『
u

’a
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石
川
県
に
身
障
者
職
業
訓
練
校

こ
れ
ま
で
の
身
体
障
害
者
職
業
訓
縦
施

設
と
し
て
は
、
東
京
、
大
阪
、
愛
知
、
広

島
な
ど
？

と
か
く
遠
隔
地
に
限
ら
れ
て
い

た
た
め
、
本
人
や
保
誕
者
の
生
市
上
の
不

安
な
ど
か
ら
、
そ
の
利
用
に
つ
い
て
は
消

極
的
で
、
入
所
者
は
ま
れ
に
し
か
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た。

と
こ
ろ
が
、
こ
と
し
の
四
月

一
白
か
ら
、

石
川
県
石
川
郡
野
々
市
町
の
、
豊
か
な
田

園
風
景
と
白
山
連
峰
が

一
望
で
き
る
と
こ

ろ
に
「
石
川
身
体
障
害
者
職
業
訓
練
校
」

が
開
校
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
、
距
離
的
に
も
近
く
、
交

通
機
関
も
便
利
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

い
ま
支
で
の
い
ろ
い
ろ
な
問
題
点
が
解
消

さ
れ
る
も
の
と
し
て
、
関
係
者
の
大
き
な

期
待
が
ょ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

段
置
科
目
及
び
訓
練
内
容

ハ
訓
練
科
目
V

一、

ミ
シ

ン
縫
製
科

議会広報を出

してください

今
度
の
町
議
選
は
県
下
町
村
で
初
の

「
翼
挙
公
報
」
の
発
行
で
私
達
青
年
と
し

て
は
候
補
者
の
選
択
に
大
い
に
役
立
ち
ま

し
た
。
し
か
し
、
問
題
は
こ
れ
か
ら
で

す
。
私
達
の
選
ん
七
議
員
が
公
約
ど
お
り

男
子
服
、
婦
人
子
供
服
の
製
関
‘
出
品

断
、
縦
割
JK
ぴ
に
動
h
M

ミ
シ
ン
の
分
解

手
入
れ
な
ど
の
技
能

二
、
機
械
製
図
利

機
械
の
部
品
図
、
組
立
図
の
い
与
凶
及

び
制
民
間
な
ど
の
技
能

一一一、一
7

シ
万
・
テ
レ
ビ
修
理
科

ラ
シ
オ
・

テ
レ
ビ

ジ
ョ

ン
及
び
類
似

機
器
の
分
解
、
組
立
て
、
修
理
調
整
並

び
に
設
計
な
ど
の
技
能

問
、
タ
イ
プ
印
刷
科

孔
版
タ
イ
プ
に
よ
る
製
版
、
騰
写
印

刷
、
ア
オ
ト
タ
イ
プ
セ
ソ
ト
印
刷
及
び

製
木
な
ど
の
技
能

ぷ
‘
陶
儲
器
図
案
科

陶
磁
器
図
案
の
製
作
及
び
絵
付
け
な

ど
の
技
能

ハ
訓
練
期
間
V
各
科
目
と
も
一

年

〈
定

員
V
H廿
科
目
と
も
二

O
人

に
活
躍
し
て
い
る
か
ど
う
か
見
守
る
必
要

が
あ
る
の
で
す
が
、
勤
労
青
年
と
し
て
は

議
会
の
傍
聴
を
し
よ
う
に
も
勤
務
の
関
係

で
不
可
能
で
す
。
ま
た
、
最
近
の
公
報

「
あ
さ
ひ
」
を
み
て
も
議
会
の
記
事
が
ほ

と
ん
ど
の
っ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
ニ
で
、
私
は
、
町
議
会
で
の
議
員
の

発
言
、
行
動
を
記
載
し
た
「
議
会
広
報
」

の
発
行
J
V－強
く
希
望
し
ま
す
。
す
で
に
全

幽
的
に
も
発
行
の
例
は
数
多
く
あ
る
事
を

考
え
ら
れ
ま
し
て
、
ぜ
ひ
実
現
さ
せ
て
く

だ
さ
い
ω

（
泊

・一

一宵作）

な
お
、
公
共
職
業
安
定
所
の
指
示
に
よ

っ
て
入
校
さ
れ
た
場
合
に
は
、
授
業
料
の

免
除
の
ほ
か
、
月
額
約
二
万
五
千
円
の
訓

練
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

詳
細
に

つ
い
て
は
職
業
安
定
所
へ
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
レ
。

（
魚
津
公
共
職
業
安
定
所
）

八
月
二
十
七
日
に

県
政
公
聴
会
開
催

県
主
催
の
、
昭
和
凶
十
五
年
度
県
政
公

聴
会

（テ
1

7

を
中
心
に
し
た
も
の
）
が

次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

県
政
に
関
す
る
本
直
な
意
見
、
要
望
な

ど
を
直
接
県
民
に
き
い
て
、
こ
れ
を
行
政

に
反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
、
県
政
に
つ
い

て
県
民
の
理
解
を
闘
り
、
県
勢
発
展
の
突

を
あ
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ

る
も
の
で
す
が
、
町
民
多
数
多
加
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

記

臼

時

八

月

二
十
七
日
（
木
）

午
後
二
時
l
四
時

場

所

泊
高
等
学
校
体
育
館

テ
1

7

H
農
林
業
の
撮
興
と
観
光
開

発
H

、
H

道
路
整
備
止
災
山
積

復
旧
H

県
側
出
席
者
知
事
お
よ
び
農
業
水

度
、
農
地
林
務
、
商
工
労

働
、
土
木
の
各
部
長
、

（
町
長
室
）

清

掃

員

募

集

グ

町
で
は
清
掃
従
業
員

（
若
干
名
）
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
八
月
二
十
五
日
ま
で

仁
申
じ
込
ん
で
く
だ
さ
い
υ

詳
細
は
民
生
課
へ
問
い
合
わ
せ
く
ゼ
さ

い

。

（

民

生

課

）

相

談

日
マ
行
政
相
談
所

時

場

コ

ナ

毎
月
第
一
川
臨
臼

午
前
十
時

t
午
後
三
時

朝
日
町
婦
人
会
館

所

日
マ
人
権
法
律
相
談

時

場

毎
月
第
三
月
眠
日

午
後
－
時

t午
後
四
時

朝
日
町
職
工
会
館

所

日 マ
心
配
ご
と
相
談
所

場

毎
遣
月
曜
日
（
祭
日
除
く
）

午
前
十
時

1
午
後
三
時

朝
日
町
婦
人
会
館

（
町
長
室
）

時所

V
荒

川

門

V
大
家
庄

マ
赤

川

マ
下
山
新

マ

亦

川

マ
草

野

マ
道

下

マ
平

棚

マ
境

マ

大

平

マ
東
草
野

マ
平

柳

マ
元
屋
敷

刃
赤

川 一一
赤
ち

ゃ

ん

誕

生

一

内
川
問
先

綬
口
淳
一

佐
渡
征
色

坂
本
栄
治

金

井

勤

士
口
江
正
隆

魚

津

孝

魚

津

彰

来

上

清

根
建
忠
昭

脇
山
哲
郎

平
坂
公
然

青

木

茂

西

島

純

二長長 二 長 二長 二 長 二 二 長長長
女男女女女男男女男女男 女女男

誠開

業

さ
ち
子

棋

治

尚

子

彰

敏
千
恵
子

幅
削久

志

幸

代

美

織
百
理
枝

崇

光
え
り
子

マ
荒

川

マ
山

崎

V
東
草
野

マ
長

野

マ
桜

町

前

川

弘

長
津
掌
浩

誠
治
忠
夫

近
牒
純
夫

鍛
治
智

一

a斗
・
内
『
U

A斗
・

二
男

長
男

二
女

二
女

炎
男

志美華一成

洋博静慎和

一
な
く
な
っ
た
人

円

v
舟
川
新

マ
三
枚
橋

マ
平

柳

マ
下
山
新

マ
道

下

マ
桜

町

マ

山

崎

マ

宮

崎

マ
赤

川

マ
笹

川

wv
境

マ
泊

岡

田

き

の

渡

辺

ち
し
γ

平
按
檎
次
郎

金
森
栄
相
官

石
崎
金
次
郎

玉

松

し

げ

九

里

つ

な

河

内

起

よ

浜

り

せ

折

谷

起

よ

渡

辺

初

枝

松

永

連

平

（
七
七
才
）

（八

O
才
）

（
八
五
才
）

（
六
七
才
）

（七

一
才
〕

（七
二
才）

（七
六
才）

（
七
四
才
）

（
九
一
才
）

（七

O
才〉

（五
三
才
〉

（
七
五
才
）

八

朝
日
町
の
人
口

（六
月
三
十
日
現
在
）

九
、
二
三
七
人

一
O
、
円
八
二
人

一
九
、
九

一
九
人

計女児

v 

五
、
O
六
七
世
帯

r：－~－~~－－ －－ム；川
｛傷亡 月 j，帰

（者者数 ~ l 数

！一一 コ普通
1- -~事
；人人件き故）

編
集
兼
発
行

印

刷

所

送

料
定

価

郵
便
番
号

朝

U
町

役

場

高

田

印

刷

六

円

六

円

九
三
九
l
O
七


